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別荘団体連合会からの要望書に町が回答

■ 軽中生が赤ちゃんと触れ合い育児を体験

　軽井沢中学校 3 学年が行う福祉体験学習のひとつ「子育て

支援」体験が 10 月 14 日、軽井沢町老人福祉センターで開か

れた。福祉体験学習は、多様な価値観に触れ、身近な人々と

支え合いながら共生することを学ぶのが狙い。「子育て支援」

には 41 名の生徒が参加し、母

子約 15 組と交流した。「赤ち

ゃんと遊んだことが無かった

ので、最初は怖かった。育児

の大変さを知ることができた」

と軽中３年生の木村美郁さん。

■ 軽井沢警察署員、児童に万引き防止訴える

　軽井沢警察署の生活安全・刑事課の署員 2 人が 10 月 16 日、

中地区児童館を利用していた児童約 80 人に、少年が警察に

補導される事例を寸劇にして紹介し、万引き防止を訴えた。

少年 2 人が漫画を万引きし、

店の人に見つかって警察に連

れて行かれるまでを演じて見

せた。2 年生の児童は「万引

きは泥棒と同じ。絶対にやら

ない」と感想を述べていた。

別荘地内の
太陽光発電施設の設置を検討

■ 北信ヤクルト販売、軽井沢署などと地域安全協定

　東北信エリアに販売センター（30 カ所）をもつ北信ヤク

ルト販売（長野市）は 10 月 23 日、軽井沢警察署と佐久警察

署とそれぞれ「地域安全活動に関する協定」を結んだ。同社

は警察署と連携し、業務活動の中で高齢者への声かけ、子ど

もの見守りに務める。北信ヤ

クルト販売の田渕輝男社長と

小澤勇軽井沢警察署長、倉科

淳佐久警察署長がそれぞれ協

定書に調印。各署長からヤク

ルトの販売員に、業務中に携

帯する身分証が交付された。

　軽井沢町の観光に関わる
団体、企業、行政の代表者
が集まり、軽井沢の観光課
題や地域づくりについて話
し合う「軽井沢観光懇談会」
の初会合が10月20日、町
中央公民館で開かれた。
様々な観点からあがった課
題を共有し、観光のあるべ
き姿を探ろうと、軽井沢観
光協会が呼びかけた。今年
度中にあと 2 回（12 月、
2016年 2月）会合を開き、
同会を母体に来年度の創設

を目指す『観光戦略会議』
で、問題克服に向け行動に
移していく考えだ。
　初会合は 30人が出席。
観光の現状について感じて
いることなどを一人ずつが
述べた。
　参加者からは「今、
別荘を訪れている多く
は 60 ～ 70 代。次の
世代が『コストかかる
し処分しちゃおう』と、
廃墟となった別荘が増
えたら、その姿を見た

観光のあるべき姿探る
「軽井沢観光懇談会」初開催

観光客はどう思うか。別荘
文化が軽井沢の魅力の核」。
「リニア中央新幹線が開業
すると、人の流れは激変す
る。軽井沢単体でなく長野
広域、群馬、北陸地区も含
めた広域連携で、強力な観
光コンテンツを作るべき」
などの意見があった。
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　今年9月9日付で町長へ提出し
た軽井沢別荘団体連合会からの要
望書に対して、10月 16日付の町
長名で回答が送られた。要望は①
太陽光発電施設の設置を第1種低
層住居地域では不可に②軽井沢自
然保護審議会の構成委員に別荘住
民を2～3名増加③別荘地の敷地
面積に対する樹木の伐採率を設定、
という要望だった。これに対して
①は「検討する」、②は「自然保護
条例に基づき組織構成が決められ
ているので不可」、③は「一定割合
による規制では実情を反映するこ
とが難しいので現行通り」という
回答だった。
　同連合会事務局の奥山政明さん
は「自然景観を大切にしたい気持
ちは町民も別荘民も一緒だと思う
ので、決して無理な要望だとは思
っていない。今後どのように町と
協議できるか検討していきたい」
と話した。
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■ 10 回目の「新そばまつり」に観光客ら行列

　軽井沢そばの会（会員 25 人）は 11 月 3 日、軽井沢町役場

駐車場で「新そばまつり」を開いた。2006 年より毎年開い

て 10 回目。軽井沢町大日向で採れたそばで打ったもりそば、

かき揚げそば 500 食を販売し、観光客らが行列を作った。夫

婦で訪れた東御市の小林傳（つたえ）

さんは「そばの味がしっかりして、

風味があってとても美味しい」とも

りそばを味わった。会長の内藤功次

朗さんは「これまで雨が降って成績

の悪い日もあったけど、会のメンバ

ーと毎年楽しみにして来てくれるお

客さんのおかげで続けてこられた。

元気な限り続けて行く」と話した。


